
 

 

この度は、エアー付スーパーシルクガンをお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。 

末長く御愛用頂くために、下記の使用法をよくお読みの上、正しくご使用下さいます様お願い致します。 

 ☆スプレー部 

  ◎角度及び距離 
    生地より３～５cmほど離して、また生地に対して 
    液が垂直に当たるようにしてご使用下さい。 
    生地に対して液が斜めに当たったり、生地との距 
    離が近すぎたりすると、生地よれ等の原因にもな 
    りますのでご注意下さい。 

  ◎手順 
    シミ、汚れの中心からいきなり処理すると、シミ、 
    汚れが回りに広がる場合がありますので、汚れに 
    対して周りから中心へ絞り込む感じに落としてい 
    く様にすると、汚れが周りに広がりにくく、効率 
    のよい、しみ汚れ落としが出来ます。 
        また、エアーで乾燥させる場合は、濡れている部分 
    の回りから中心に向かって乾燥させていくようにす 
    ると、輪ジミも出来にくくなります。 

  ◎リング                 
    直径４～５cm位のパイプ状のものを使用する事によ 
 り、噴霧液（特に水性）が周りに飛び散らずに、効 
 率のよいシミ、汚れ落としが出来るようになります。
    （オプションとしてご用意致しております） 

  ◎ノズルについて 
○ ノズル本体を左右に回すことにより、霧の状態が調 
 整出来ます。生地厚や汚れの度合いによって調節し 
 てご使用下さい。   

○ スーパーシルクガンには、霧を絞りすぎて生地を痛 
めないために、調整可能なストッパーが付いていま 
す。詳しい調整の方法は別紙ノズルストッパー調整 
方法を御覧下さい。 

○ ノズルの使用角度が自由に設定できます。使い易い 
角度を決めてから、ノズルナットをペンチ等で締め 
て下さい。締め方が悪いと、接続部より液漏れする 
ことがあります。又締めた状態でもノズルの角度は 
変えることができます。 

  ◎圧力調整 
スーパーシルクガン本体のグリップの下に付いてい 
るダイヤルによって、圧力を簡単に調整することが 
出来ます。生地厚や汚れ度合いによって、ダイヤル 
を調整しながらご使用下さい。 

  ◎ドレン液 
    シルクガンは本体後部のポンプ作用によって、ドレ 
 ン液は強制排出させるようになっていますので排出 
 の抵抗が出来るだけ掛からないように、ドレンホー 
 ス（青色）の先端が液体の中になるべくつからない 
 ようにして下さい。 
    又ドレンホース（青色）が途中で折れていたりする 
 と、ドレン液が排出できなくなり、ガン内部に液が 
 入ってしまう可能性がありますのでご注意下さい。 

  ☆エアー部  
○ 右手でスーパーシルクガン（エアー付）を持って頂 
  くと、親指に当たる所にあるスイッチがエアー用の 
  スイッチです。スイッチを押すことにより、エアー 
  のON ／OFFができます。 

○ 基本図のエアー調整ネジを回すことにより、エアー 
吐出の圧力が変えられます。生地に応じて調整して 
御使用下さい。 

○ コンプレッサーの圧力は５Kgf/cm以下で御使用下さ 
い。５Kgf/cm以上のものを使用される場合は、減圧 
弁にて圧力を下げて御使用下さい。 
（オプションにて御用意致しております） 

◯ エアーノズルの角度も変えることができますので、 
使いやすい角度でご使用下さい。
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吸い上げホース（透明） 

ドレンホース（青） 

ドレン強制排出用

エアーホース 

ノズルヘッド 

ポンプ

圧力コントロールダイヤル

ノズルストッパー

ガン用 

スイッチ 

ノズルナット

【エアー付スーパーシルクガン 基本図】 

エアー用 

スイッチ 

エアー量

調整ネジ

エアーノズル 

エアーユニット 

コントロールＢＯＸ

前面 背面

お手持ちのコンプレッサーから 

６mmのエアーチューブにて接続します。 

ヒューズ 

シルクガン本体より出ているエアーホース

と電源コードを接続します。 

本体からのエアーホース

本体からの

電源コード



 ◯穴の小さい方 

                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノズルナット 

×穴の大きい方 

注意 

ポンプ 

パッキン 

スプリング 

バルブコン 

バルブコン分解図

ノズルユニット 

液が上がらない又は液が下がってしまう場合は
バルブコンのごみ付着が考えられますので、左図
を参考にして、ごみを取り除いて下さい。 

① ノズルナットをゆるめてノズルユニットをポ
ンプより外して下さい。 

② ポンプ先端のパッキンを外して下さい。 

③ ポンプ中に入っているスプリング＆バルブコ
ンを外して、バルブコン先端に付いているゴミ
等をきれいに取り除いて下さい。 

④ 念の為、ポンプの中も綿棒で掃除して下さい。

⑤ ①～③の逆の順で組んで下さい。 
 この時左図を参考にパッキンの向きに注意し

てバルブコン・スプリング・パッキンを組んで
からポンプの中に入れて下さい。 

パッキン 

ノズル本体Ａ ノズル本体Ｂ 
ノズルヘッド 
（ノズルヘッド内のゴミを取り除いて下さい） 

プランジャー 

ノズルストッパー

× 

ノズルヘッドを締め付ける時は 
プランジャーがネジ部より中に 
引っ込んでいる状態で締め付けて下さい。

 

ネジ部 

① ノズル本体を霧を絞る状態に回します。

② ノズル本体とノズルヘッドの両方をペンチ等
 で挟んで、ノズルヘッド部を左図の矢印の方
 向へ回して外します。 

③ ノズルヘッド内のゴミを取り除いて下さい。
穴が詰まっている場合は、針などで穴を傷め
ない様にして取って下さい。 

④ 左図を参考にして、プランジャーがノズル 
 ヘッドに当たらない様にネジ部より中に入っ
 ている状態で、ノズルヘッドをしっかり締め
 付けて下さい。 ノズルナット

ノズル先端図

プランジャー

ノズル本体Ｂ

ノズルストッパー 
ノズルナット

バックアップ
   リング 

ノズル内 
Ｏリング 

ノズル本体Ａ

ヘッド 
パッキン 

ノズルチップ 

ノズルヘッド 

ノズル分解図

穴よりＯリングの方が 
少し大きくなっていま 
すので、Ｏリングが浮 
かない様にしっかり 
はめ込んで下さい。 

ストッパー外し方

①ストッパーＡ 

②ストッパーＢ

ストッパーＡを緩めてから 

ストッパーＢを外します。 

ストッパー設定

ノズルをストッパーを利かせたい霧の状態に
調整した後、ストッパーＡとストッパーＢを 
合わせて矢印方向に閉めていきます。 

ストッパーＡ 

ストッパーＢ

ストッパーＡ
ストッパーＢ

ストッパーＢが止った状態で、次にストッパ
ーＡだけを矢印の方向に閉めて、最終でペン 
チ等でノズル本体Ｂと、しっかり締めて固定 
して下さい。 

ノズル本体Ｂ 

Ｏリング 

プランジャー 
バックアップ 
   リング 

バックアップリングは、向きに注意して、 
プランジャーに差し込んでからノズル本体Ａ 
と組み立てて下さい 

ノズル本体Ａ 

ノズル内Ｏリング 



 

 

 

               故    障 か な ？ と 思   う 前 に 

症    状 原      因 対   処   法 

☆モーターの回転数が落ちる 

 

 

★使い始めは機械各部が慣れていない為 

                回転が上がりにくいことがあります

★ご使用の液に粘度がありませんか？ 

◎液を通さずに１５～２０秒カラ打ちしてください。

 

◎粘度の少ない液をご使用下さい。 

☆モーター回転数にむらがある ★他の電化製品の電圧の影響を受けていませんか？ ◎コンセントの場所を変えてみてください。 

☆コントロールＢＯＸの電源が 

             入らない 

★コンセントが抜けていませんか？ 

★ヒューズが切れていませんか？ 

◎コントロールＢＯＸ背面のヒューズを 

        交換してください。（５アンペア） 

☆コントロールＢＯＸの電源は入って 

   いるのに、シルクガンが動かない 

 

★ＢＯＸとシルクガンのコードが確実に接続されて 

                              いますか？

★ノズルの穴がふさがっていませんか？ 

◎ノズル分解図を参考にして、ノズルヘッド内の 

            異物を取り除いてください 

 

☆霧の方向が急に変わる、霧が割れる 

☆ノズルの繋ぎ目から液漏れがする 

     ○ノズルナットの部分 

     ○ノズルヘッドの部分 

 

 

     ○ノズルストッパーの部分 

★ノズルの中に異物が入ってませんか？ 

 

★ノズルナットがしっかり締まっていますか？ 

★ノズルヘッドがしっかり締まっていますか？ 

 

 

★ノズル本体ＡＢ間がゆるんでいませんか？ 

◎ノズル分解図を参考にして、ノズルヘッド内の 

               異物を取り除いてください。

◎ペンチ等でしっかり締めつけて下さい。 

◎ノズル分解図１を参考に、一度ノズルヘッドを緩

めて、ブランジャーの状態を確認してからペン 

チ等でしっかり締め付けて下さい。 

◎ＡＢ間を２本のペンチ等でしっかり締めて下さい

☆液が上がってこない 

 

★ノズルの穴がふさがっていませんか？ 

★バルブコンにごみがついていませんか？ 

☆液が下がる ★バルブコンにごみがついていませんか？ 

◎ノズル内の異物を取り除いてください。 

 

◎バルブコン分解図を参考にして、ゴミを取り 

                  除いて下さい 

☆水圧が弱くなった 

☆液が出なくなった 

★ポンプの位置が動いていませんか？ 

 

◎基本図を参考に、ポンプの位置調整を 

                               して下さい。

☆ポンプ上部より液が出てきた 

 

★ドレンホース先端が液の中に入っていませんか？ 

★ドレンホースが途中で折れていませんか？ 

◎ドレン液が出やすいようにホース先端は液中に

  入らないようにして下さい。 

☆エアーが出ない 

 

★エアー調整ネジがしまっていませんか？ 

★エアーホースが途中で折れていませんか？ 

◎エアー調整ネジを開けてください。 

◎エアーホースを点検してください。 

☆エアーが止まらない。 

 

★空気圧が高すぎませんか？ 

 

◎空気圧が高すぎると電磁弁がうまく作動しませ

  ん。減圧弁等で５kgf/ 以下に下げて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 引火性のある液は危険ですので、ご使用にならないで下さい。 

☆ シルクガンの噴霧液は相当な圧力ですので、お子様があやまって手の触れる事のない様御注意下さい。

☆ ノズルの先を人の顔などに向けないように、御注意下さい。 

☆ スーパーシルクガンをシミ抜き以外の目的で使用しないで下さい。 

☆ スーパーシルクガンは精密機械なので、指定箇所以外は絶対分解等しないでください。 

又指定箇所の部品交換時は必ず電源プラグを抜いてから行って下さい。 

警  告

株式会社 サン京都
〒600-8885 京都市下京区七条通り春日下る一筋目西入る

TEL(０７５)３１５-２８０８㈹ FAX（０７５）３２１－１８９５ 
URL http://www.sunkyoto.com E-mail info@sunkyoto.com 


